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 ＪＲ高崎線の車窓から西の方を見る

と、鋸の歯を立てたような岩峰が見え

る。深田久弥が名著「日本百名山」の中

で、怪異な岩の砦と表現した奥秩父・両

神山（ 1723ｍ）である。  

 5 月上旬、その両神山に登った。登山

口・日向大谷の両神山荘に車を置き、10

時登山開始。山腹を巻いてほの暗い林の

中を進むと、道端に小さな石碑 や石仏が

次々と姿を連ねる。さすが昔ながらの信

仰の山である。七 滝沢を越えた 頃か ら、

沢の中を右に左に 渡り返しなが ら登 る。

沢を埋める若緑に全身が染まる。間もな

く 足 元 に ニ リ ン ソ ウ が か れ ん な 花 を 見

せ始めた。登るにつれて増え、やがて沢

い っ ぱ い が ニ リ ン ソ ウ の 花 の 世 界 と な

った。  

 ニ リ

ン ソ ウ

の 大 群

生 を 堪

能 し た

後 、 沢

を 離 れ 、

サ サ の 斜 面 の 急 登 を 一 踏 ん

張りして 12 時、ようやく清

滝 小 屋 に 着 い た 。 ロ グ ハ ウ

ス 風 の な か な か し ゃ れ た 建

物である。時は 5 月、地元

の 山 岳 会 の 心 尽 く し か 、 鯉

幟が風にはためいていた。  

 30 分の昼食休憩の後、小

屋 の 裏 手 か ら 産 泰 尾 根 の 急

登 が 始 ま る 。 ク サ リ や ハ シ

ゴを使い、約 1 時間で両神

神 社 奥 社 に 達 す る と 、 後 は

主 稜 線 の 吊 尾 根 が 山 頂 ま で

続いている。小さな登り下りを繰り返し、

最 後 に や せ た 岩 稜 を ク サ リ や ロ ー プ に

す が っ

て 登 り

14 時 、

両 神 山

山 頂 に

到 着 し

た。  

 小 さ

な 石 祠

と 二 等 三 角 点 の あ る 両 神 山 山 頂 の 剣 ヶ

峰は狭く、数人立つのがやっとだが、こ

こからの 360 度の眺望は素晴らしい。南

に奥秩父の彼方に富士山、西に御座山の

向こうに八ヶ岳、東は関東平野の広がり、

北 に は 日 光 の 連 山 の 左 に 谷 川 岳 が か す

んで見えた。これ らの眺望にも 増し て、

山 頂 付 近 を 埋 め 尽 く す ヤ シ オ ツ ツ ジ が

また、今が見頃だった。青空に映える艶

やかなピンク色に魅せられ、しばし時を

忘れて頂上を占領してしまった。 帰り

も登りと同じコースを下山。両神山荘帰

着は夕方の 5 時半となった。  
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